
令和５年度外部評価　事業評価シート

Ｎｏ

所属

【実施状況】どのような活動をしてきましたか

２　記念品配布場所
本庁市民課、明祥支所、桜井支所、北部支所

３　記念品配布実績等

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

1,957 1,899 1,948 1,887 1,842 1,813 1,974 1,729 1,714 1,694

1,139 1,069 1,078 1,034 1,012 964 1,004 912 876 851

58.2% 56.3% 55.3% 54.8% 54.9% 53.2% 50.9% 52.7% 51.1% 50.2%

事業開始年度

H27～R3

処理数：安城市に提出された届出と他市町村に提出された後に安城市に送付された届出を足した数

入園券利用数

D

626枚

648枚

711枚

843枚

709枚

記念品配布数
セット（2枚組） B

838組

813組

757組

764組

742組

1,514枚

1,528枚

83.0%

87.2%

４　婚姻届　戸籍処理数

  876件

  851件

年度

処　理　数

うち安城市提出分

「婚姻届」書等

標準様式

市オリジナル
「婚姻届」「出生届」

〃

記念品

エコバック
（市制施行70周年記念デザイン）

なし

入園券利用率

D/C

37.4％

39.9％

47.0％

55.2％

47.8％

※閉庁時（休日・早朝夜間）に宿直室に提出された方は「引き換え券」を渡し、後日受け取り。

  912件

結婚記念証

1 事業名 結婚記念品贈呈事業

市民生活部市民課戸籍係・届出係 平成２７年度

１　記念品及び届出用紙

年度
記念品配布率

R５

 デンパーク入園券（２枚）

R４

※入園券：デンパーク入園券

〃

婚姻届
安城市提出数A

年度

〃

事業
内容

本市に婚姻届を提出された方に、記念品としてデンパークの入園券（２枚）をお渡ししています。

目的
安城市への愛着をもってもらい、住みやすい本市のＰＲをする。

R４ 1,484枚

根拠
法令等 なし

総合計画 行財政運営

関連
事業

事業の
必要性

婚姻届という大切な書類を本市に提出してくださったお二人に対し、市からの祝意を伝えること
で本市への愛着が深まる効果と、記念品として本市の観光資源であるデンパークの入園券をお渡
しすることで、デンパークをはじめとした本市の魅力を感じていただける効果が期待できます。

活
動
実
績

入園券枚数 C B/A

  964件

1,004件

R２

R３

R１ 1,626枚 81.0%

H30 1,676枚 86.9%

市提出分の割合

87.2%

【事業費】どのくらい税金が投入されていますか。どれくらい費用が掛かっていますか。
No 区分
① 事業費（決算額）

賞賜金
需用費

従事職員数 (人)
③

一般財源

【活動指標】成果を達成するために必要な活動とその量

【課題】成果を達成する上で、課題・障壁となっているものは何ですか

【論点】課題・障壁を取り除くための取組内容

令和2年度

　　　　　財源合計　　 　　　　　　   　　　 　(千円) 1,055
特定財源（　　　　　　　など）  　   (千円)

令和４年度
（実績）

87.2%

令和５年度
（目標）

90.0%

令和６年度
（目標）

－

令和4年度令和3年度

  (千円)
1,532

872

872

660

0.1
2,004
1,075

1,075

（千円） 1,102
784

872
735

1,344
735

318 137 609

630

0.1
1,732
1,102

660

0.1

人件費（従事職員数×6,300千円
　　　　　令和3年度からは6,600千円）

総事業費（①＋②）                  (千円)　　　　　 　            　

令和４年度
（実績）

87.2%

令和５年度
（目標）

90.0%

令和６年度
（目標）

100.0%

②

年間事業費等
の推移

財源内訳

R4.R5：婚姻届提出者に記念品によりPRできた割合
R6：記念品を廃止し、届出用紙などでPRを想定

事
業
費
内
訳

課題

活動実績・事業成果等を踏まえて記入

令和３年度に、若手職員を中心とした「オリジナル婚姻届等検討委員会」で届出用紙のデ
ザインに加え記念品を検討しましたが、提案された記念品は、市の方針との不適合や財政
部門との協議等の結果、再検討することになりました。現在は、事業規模を縮小し、デン
パークの入園券のみを配布していますが、この事業の目的を果たす効果があるか不明で
す。

外部評価での
論点

令和４年度から婚姻届及び出生届出用紙のデザインに本市のモチーフを使用したことで、届出用
紙で本事業の目的である「市への愛着を持っていただく」ことや「市のＰＲ」を行えるようになりました
ので、事業自体の廃止も含めて検討したいと考えています。

記念品の配布率

【成果指標】この事業が目指す姿と目標値

市のPR率
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【参考比較】

江南市

長久手市

田原市

岡崎市

刈谷市

豊田市

西尾市

知立市

高浜市

幸田町

法律や政令等に
より、市の裁量で
は、改善、廃止な
ど変更ができな
い内容がある場
合は、簡潔に記
載してください。

なし。

なし。

企画政策課が、婚姻届を入れて記念写真を撮影することのできるメモリ
アルフレームを設置している。記念品は配布していない。

都市計画課が、市民を対象に家族のシンボルツリーを配布している。婚
姻届等の届出から1年以内などの条件を満たす方が対象。

平成２６年度から結婚記念証を贈呈している。

農務課が、田原市に婚姻届またはパートナーシップ宣誓書を提出され、
市内に住所を構えられる予定の方を対象に「アニバーサリーフラワー」
を郵送している。

平成２９年度に市オリジナルの婚姻届出用紙を作成したのに合わせ、類
似した様式で届出人が保管できる「結婚記念紙」を作成し、配布してい
る。

令和元年度から木製フォトフレーム及び希望者に記念撮影を行い、写真
を贈呈している。

平成２７年度から記念品のフォトフレーム贈呈の他、特設ブースにて記
念撮影及び写真プリントを行っていた。当初は木製であったフォトフ
レームを紙製に変更するなどして予算額を縮小後、令和元年度に終了。
記念撮影用の特設ブースの設置は継続中。

公園緑地課が、市民を対象に結婚等を記念した記念樹を配布。婚姻届等
の提出時に市民課窓口で記念樹の引換券を渡し、公園管理事務所で記念
樹と交換。

他市の
実施状況等

経年の状況
（事業開始の経緯
や改善の経緯）

平成２６年９月
市議会の一般質問で、市議から結婚記念証の交付について提案
平成２７年７月
結婚記念証の配布開始。併せて記念品も渡すこととした。
令和３年度
若手職員を中心とした「オリジナル婚姻届等検討委員会」で婚姻届出用紙のデザイン案、
記念品等を検討
令和４年度
オリジナルデザイン婚姻届出用紙の配布開始
婚姻記念品の内、結婚記念証をエコバック（市制施行７０周年記念デザイン）に変更
令和５年度
結婚記念品の内、エコバックを廃止
デンパーク利用促進のためのカラーチラシを作成、入園券に添えて配布開始

＜参考＞
令和３年度「オリジナル婚姻届等検討委員会」での記念品に関する提案・意見
　・配布中の記念品の継続について・・・廃止
　・根羽村の間伐材を使用した写真立て
　　　・・・写真を印刷しない人も多い。
　・庁内に記念撮影スポットを設ける（バックボード、届書を入れて撮影するフレーム）
　　　・・・ロビーは人が多く恥ずかしい。ボックスがあればよい。
　　　　　　→プリクラ機械は高額。
　・特産のイチジク・梨などの食べ物
      ・・・管理、選定が困難。
　・商品券
      ・・・思い出に残る品を購入するとは限らない。サルビア商品券は、市外住民に渡
すのに適さない。
　・サンリオ等とのコラボ商品
　　　・・・デザイン料、年間使用料が高額。
　・婚姻記念品をやめ、代わりに出生記念品としてマザーズバックを渡す。
　　　・・・高額。
　・婚姻届出用紙のデザインにあわせたオリジナルデザインのマスキングテープ
　　　・・・消耗する文房具は婚姻記念品らしくない。
　・スマホで撮影した写真などをインスタントカメラで印刷して渡す。
　・エコバック
　　　・・・持っている人が多い
　　　→コンビニで買い物した際などに便利な、小さなサイズのものなら良い。
　⇒検討委員会の意見として
　　１　「オリジナルデザインの小さいサイズのエコバック」
　　２　「インスタントカメラでプリントした写真」
　を提案
　⇒財政部門など関係部署との協議
　　１　エコバック
　　　　素材がポリエステル、不織布のものは市の脱プラスチックの方針と一致しない。
　　　　→既存商品の中から方針と一致するものを探した結果、大きなサイズに変更
　　２　カスタムフレーム機能のあるインスタントカメラ・・・予算要求不採択
　　　　→写真を撮影する場所として「デンパーク入園券」を継続
　

　
　


